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職
新
公
な
る
身
上
讃
書
法
律
案
」
補
考

向

井

健

一二三四

は
し
が
ぎ

黒
田
綱
彦
と
、
そ
の
課
述
を
め
ぐ
つ
て

尾
崎
三
良
と
、
そ
の
周
邊

「
身
上
謹
書
法
律
按
」
と
、
「
十
三
年
戸
籍
法
草
案
」

　
さ
き
に
筆
者
は
、
「
新
た
な
る
身
上
鐙
書
法
律
案
」
と
題
す
る
さ
さ
や
か
な

　
　
　
　
　
（
1
）

資
料
を
公
け
に
し
、
明
治
十
三
年
の
初
頭
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
（
O
岳
蜜
お

円
9
出
Φ
切
9
霧
o
β
毘
Φ
）
に
よ
つ
て
編
成
さ
れ
た
と
お
ぼ
し
き
「
身
上
讃
書
法

律
按
」
全
五
十
一
ヵ
條
、
な
ら
び
に
そ
れ
と
關
係
あ
る
附
麗
文
書
を
覆
刻
・
紹

介
す
る
機
會
を
も
つ
た
。

　
本
稿
は
、
い
わ
ば
こ
れ
の
績
考
と
し
て
、
ま
ず
、
前
稿
に
お
い
て
も
鰯
れ
た

黒
田
綱
彦
の
「
戸
籍
参
考
鰍
米
各
國
身
上
謹
書
制
度
集
」
な
る
述
作
を
瞼
討
し

　
　
　
　
『
新
た
な
る
身
上
謹
書
法
律
案
』
補
考

た
後
、
當
時
、
太
政
官
法
制
局
主
事
の
役
職
に
あ
つ
た
大
書
記
官
尾
崎
三
良
と

そ
の
周
邊
を
め
ぐ
つ
て
考
究
を
こ
こ
ろ
み
、
あ
わ
せ
て
、
「
身
上
謹
書
法
律
按
」

と
十
三
年
後
牛
期
に
太
政
官
法
制
部
で
成
案
を
え
た
と
推
定
さ
れ
る
「
戸
籍

法
」
全
四
十
二
ヵ
條
（
以
下
、
「
十
三
年
戸
籍
法
草
案
」
と
呼
稔
す
）
と
の
關

係
に
つ
ぎ
、
ふ
た
た
び
未
熟
な
る
考
謹
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

拙
稿
萌
治
＋
葦
『
戸
難
則
』
の
難
」
釜
び
前
掲
薪
髪
る
身

上
謹
書
法
律
案
」
の
二
論
の
、
い
く
ら
か
で
も
補
完
さ
れ
る
こ
と
を
念
じ
て
い

る
。

二

　
黒
田
綱
彦
は
、
明
治
五
年
四
月
よ
り
翌
年
二
月
に
か
け
、
そ
の
こ
ろ
大
外
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
職
に
あ
り
司
法
省
御
用
粂
勤
の
箕
作
麟
祥
の
書
生
と
し
て
薫
陶
を
う
け
た

後
、
横
濱
に
あ
つ
た
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
通
謹
官
と
な
つ
た
が
、
や
が
て
官
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
一
一
〇
三
）



　
　
　
　
『
新
た
な
る
身
上
謹
書
法
律
案
』
補
考

途
を
も
と
め
、
十
二
年
叫
月
に
は
内
務
三
等
属
と
し
て
同
省
戸
籍
局
に
勤
務
し

て
い
た
。
翌
十
三
年
は
じ
め
に
は
同
じ
く
戸
籍
局
の
一
員
で
あ
つ
た
が
、
二
等

馬
に
昇
級
し
て
い
た
。
同
年
三
月
三
日
、
太
政
官
法
制
局
が
塵
止
さ
れ
て
法
制

　
　
　
　
　
　
（
4
）

部
の
新
設
と
な
る
や
、
彼
は
一
等
屡
と
し
て
同
部
に
韓
補
さ
れ
た
。
新
た
に
太

政
官
内
に
襲
足
し
た
法
制
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
當
時
と
し
て
の
精
鋭
を
あ
つ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
感
が
あ
る
だ
け
に
、
黒
田
の
轄
出
は
順
調
な
昇
進
と
思
料
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
彼
が
、
「
戸
籍
参
考
歓
米
各
國
身
上
鐙
書
制
度
集
」
を
謹
述
・

印
行
し
た
の
は
、
法
制
部
專
任
に
な
る
直
前
の
、
内
務
二
等
属
の
と
き
で
あ
つ

た
。
同
書
は
内
務
省
戸
籍
局
の
藏
版
に
か
か
る
が
、
そ
の
「
序
」
に
は
、

　
本
篇
ハ
今
同
戸
籍
改
正
ノ
際
二
暦
リ
考
護
参
準
二
供
セ
ン
カ
爲
二
謹
ス
ル
モ

　
ノ
也
然
ル
ニ
此
書
急
速
籔
十
部
ヲ
要
ス
爲
字
筆
力
日
程
限
リ
ア
ル
ヲ
以
テ
爲

　
字
二
換
ヘ
テ
刊
行
セ
リ
傍
テ
戸
籍
一
局
中
ノ
ミ
ノ
便
覧
二
止
メ
ス
廣
ク
護
齊

　
ヲ
許
可
シ
テ
衆
庶
ノ
需
求
二
鷹
セ
ン
ト
ス
ル
也
固
ヨ
リ
印
刷
ヲ
促
カ
ス
ノ
急

　
ナ
ル
ヲ
以
テ
或
ハ
訂
正
ノ
謬
リ
ナ
キ
能
ハ
ス
護
者
宜
シ
ク
其
意
ヲ
諒
ス
可
シ

と
み
え
、
つ
い
で
「
緒
言
」
に
い
う
。

　
身
上
「
ヱ
タ
、
シ
ビ
ー
ル
」
ト
ハ
何
ノ
謂
ソ
印
チ
人
其
親
族
二
在
テ
有
ス
ル

　
庭
ノ
地
位
ニ
シ
テ
例
ヘ
ハ
適
法
ノ
子
私
生
ノ
子
有
夫
ノ
婦
寡
婦
ト
云
ヘ
ル
如

　
キ
是
ナ
リ
叉
出
生
婚
姻
死
去
ヲ
官
簿
二
登
記
ス
ル
方
法
ヲ
定
ム
ル
制
度
ヲ
指

　
ス

　
蓋
シ
民
事
官
二
於
テ
人
民
ノ
出
生
婚
姻
死
去
ヲ
記
ス
ル
所
ノ
簿
籍
ヲ
備
フ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
一
一
〇
四
）

制
度
二
關
シ
百
年
以
降
柳
ノ
駁
議
ヲ
モ
護
生
シ
タ
リ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
聞
カ
ス

是
二
由
テ
之
ヲ
観
レ
ハ
印
チ
此
制
度
ノ
善
良
至
當
ナ
ル
ハ
更
二
疑
ヲ
容
ル
ヘ

カ
ラ
ス
凡
ソ
我
力
僚
我
力
徒
二
入
ル
者
ア
ル
ヲ
許
ス
ニ
書
粉
二
登
記
シ
以
テ

其
事
ヲ
謹
明
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
制
度
一
モ
ア
ル
ナ
シ
然
リ
而
シ
テ
教
門
二
於
テ

ハ
洗
禮
人
ノ
簿
籍
ア
リ
兵
隊
二
於
テ
ハ
入
隊
士
ノ
簿
籍
ア
リ
上
ミ
官
省
大
學

ヨ
リ
下
モ
會
肚
締
會
二
至
ル
マ
テ
皆
各
々
此
ノ
如
キ
簿
籍
ア
ラ
サ
ル
莫
シ
況

ン
ヤ
國
二
於
テ
新
殖
ノ
人
民
ヲ
記
ス
ル
所
ノ
制
ナ
カ
ラ
サ
ル
可
ケ
ソ
ヤ
固
二

此
理
ア
リ
豊
人
民
ノ
爲
メ
其
民
灌
政
灌
ヲ
保
全
セ
シ
ム
ル
謹
書
ヲ
要
セ
サ
ル

可
ケ
ン
ヤ
人
ア
リ
日
ハ
ン
洗
禮
ノ
謹
書
ヲ
以
テ
之
二
充
テ
可
ナ
リ
ト
是
レ
思

ハ
サ
ル
ノ
甚
シ
キ
読
ト
謂
フ
ヘ
シ
抑
宗
教
ニ
ハ
國
ノ
未
タ
認
准
セ
サ
ル
所
ノ

モ
ノ
ア
リ
叉
「
イ
ス
ラ
ム
」
教
「
マ
ホ
メ
ッ
ト
」
教
其
他
耶
蘇
門
二
非
サ
ル

諸
教
ノ
如
キ
洗
禮
ヲ
行
ハ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
叉
父
專
壇
ヲ
以
テ
其
子
ノ
信
教
ヲ

豫
定
ス
ル
ヲ
欲
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
筍
モ
官
衙
ヲ
シ
テ
人
民
ノ
出
生
ヲ
簿
籍
二

登
記
セ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
印
チ
此
ノ
如
キ
支
吾
抵
鰯
ノ
弊
悉
ク
排
除
シ
テ
復
タ

痕
跡
ヲ
止
ム
ル
コ
ト
ナ
キ
ナ
リ

婚
姻
死
去
ヲ
簿
籍
二
登
記
ス
ル
モ
亦
上
二
読
ク
所
ノ
理
ト
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ

夫
レ
國
ナ
ル
者
ハ
其
人
民
ノ
灌
理
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
任
ア
リ
此
任
ア
ル
カ
故
二

些
事
灘
疵
去
二
就
キ
公
正
ノ
馨
ヲ
葉
ス
ル
ナ
菱
須
童
疑

ノ
方
法
ヲ
以
テ
此
灌
利
ヲ
謹
定
ス
ヘ
キ
ナ
リ
教
門
ノ
謹
書
ハ
以
テ
民
法
ノ
謹

書
ヲ
碑
補
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
若
シ
西
班
牙
國
ノ
新
教
人
民
ヲ
シ
テ
奮
教
僧
徒
ノ



許
二
赴
カ
シ
ム
ル
カ
如
キ
瑞
典
國
ノ
奮
教
人
民
ヲ
シ
テ
新
教
檜
徒
ノ
所
二
往

カ
シ
ム
ル
カ
如
キ
法
ヲ
以
テ
彼
此
ヲ
瞼
束
シ
彊
テ
其
反
封
ス
ル
所
二
就
キ
身

上
ノ
謹
ヲ
求
メ
シ
ム
ル
ア
ラ
ハ
コ
レ
則
チ
人
ノ
本
心
ヲ
錯
鼠
ス
ル
モ
ノ
ニ
非

ス
ヤ
奮
新
二
教
ノ
僧
徒
ヲ
シ
テ
宗
教
彊
布
ノ
專
灌
ヲ
有
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
非

ス
ヤ

前
二
述
ヘ
タ
ル
カ
如
ク
若
干
國
二
於
テ
此
身
上
謹
書
ノ
制
ヲ
設
立
セ
シ
ニ
駁

議
紛
論
ノ
起
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
聞
カ
サ
ル
ヤ
既
二
百
年
其
故
何
ソ
ヤ
如
何
ナ
ル

法
律
ヲ
以
テ
モ
洗
禮
教
門
婚
禮
教
院
葬
禮
二
關
渉
シ
之
ヲ
制
抑
セ
サ
レ
ハ
ナ

リ
民
事
ノ
謹
書
ハ
民
法
ノ
要
求
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
教
門
ノ
謹
書
ハ
箪
二
人

ノ
本
心
ヲ
シ
テ
満
足
安
堵
セ
シ
ム
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
加
之
民
法
上
ノ
謹
書
ハ

輿
論
ヲ
以
テ
人
民
ヲ
シ
テ
必
行
セ
シ
ム
ル
所
ノ
式
ナ
リ
ト
ス

同
書
の
内
容
は
、

第
一
篇

第
二
篇

第
三
篇

第
四
篇

第
五
篇

佛
蘭
西
國

濁
逸
國

大
貌
列
顛
國

其
他
各
國

軍
人
等
ノ
婚
姻

の
五
部
に
分
れ
て
い
る
が
、
第
一
篇
の
フ
ラ
ン
ス
法
が
も
つ
と
も
詳
細
で
あ
つ

て
、
同
書
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
肢
述
に
費
さ
れ
て
い
る
、
と
い
つ
て
も
過
言
で

　
ρ
6
）

は
な
い
。

　
　
　
『
新
た
な
る
身
上
讃
書
法
律
案
』
補
考

　
と
こ
ろ
で
、
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
、
明
治
十
三
年
初
頭
の
こ
ろ
、
フ
ラ
ソ
ス

民
法
人
事
編
第
二
章
の
い
わ
ゆ
る
身
分
謹
書
を
「
身
上
謹
書
」
と
醗
謹
し
た
例

は
、
「
身
上
謹
書
法
律
按
」
と
「
戸
籍
参
考
厭
米
各
國
身
上
謹
書
制
度
集
」
の

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ほ
か
に
は
絶
無
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
一
方
は
草
案
を
腕

稿
し
、
ま
た
他
方
は
世
に
上
梓
さ
れ
た
右
の
爾
者
の
關
係
は
き
わ
め
て
興
味
あ

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

る
も
の
、
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
前
記
せ
る
と
お
り
、
後
者
の
「
序
」
に
、
「
今

同
戸
籍
改
正
ノ
際
二
贋
リ
考
謹
参
準
二
供
セ
ン
カ
爲
二
謹
ス
ル
モ
ノ
也
然
ル
ニ

此
書
急
速
籔
十
部
ヲ
要
ス
」
と
み
え
る
が
、
「
戸
籍
改
正
」
は
戸
籍
法
改
正
の

意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
同
書
を
出
版
せ
る
内
務
省
戸
籍
局
も
、
こ
の
ボ
ア
ソ
ナ
！

ド
の
編
案
と
お
ぼ
し
き
「
身
上
讃
書
法
律
按
」
に
無
關
係
で
は
な
か
つ
た
に
ち

が
い
な
か
ろ
う
。

　
筆
者
は
前
稿
「
新
た
な
る
身
上
謹
書
法
律
案
」
に
お
い
て
、
｝
身
上
讃
書
法

律
按
」
の
編
纂
に
關
し
、
e
太
政
官
法
制
局
↓
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
、
㊧
太
政
官
法

制
局
↓
内
務
省
戸
籍
局
↓
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
、
㊧
司
法
省
民
法
編
纂
會
議
、
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

つ
の
ケ
ー
ス
を
想
定
・
例
示
し
た
が
、
右
に
述
べ
た
こ
と
が
ら
は
、
第
二
の
ケ

ー
ス
、
す
な
わ
ち
太
政
官
法
制
局
が
主
務
官
聴
た
る
内
務
省
に
身
上
諦
書
法
案

の
編
製
を
下
命
し
、
同
省
戸
籍
局
は
さ
ら
に
ボ
ア
ソ
ナ
！
ド
に
そ
の
起
草
を
依

頼
し
た
、
と
の
推
考
の
、
も
つ
と
も
眞
相
に
ち
か
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
灰

示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
右
法
案
の
作
成
を
め
ぐ
つ
て
、
内

務
省
戸
籍
局
が
直
接
に
關
與
し
た
こ
と
が
事
實
と
す
れ
ば
、
「
十
三
年
戸
籍
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
　
（
一
一
〇
五
）



　
　
　
　
『
新
た
な
る
身
上
謹
書
法
律
案
』
補
考

草
案
」
に
關
し
て
、
十
四
年
九
月
二
十
七
日
の
陸
軍
卿
大
山
巖
の
建
議
を
根
擦

に
、
「
十
三
年
戸
籍
法
草
案
」
以
前
の
、
い
わ
ば
第
一
案
と
も
樗
す
べ
き
内
務

省
起
草
案
の
存
在
を
推
定
し
、
か
つ
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
同
省
戸
籍
局
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

業
で
あ
つ
た
こ
と
を
さ
き
に
考
謹
し
た
筆
者
の
推
論
を
、
側
面
か
ら
立
讃
す
る

も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
な
お
、
「
戸
籍
参
考
厭
米
各
國
身
上
讃
書
制
度
集
」
は
、
お
そ
ら
く
は
、
内

務
省
戸
籍
局
よ
り
身
上
謹
書
法
案
の
成
稿
を
太
政
官
に
答
申
す
る
た
め
に
、
同

局
内
で
「
身
上
讃
書
法
律
按
」
を
審
査
・
槍
討
す
る
「
考
讃
参
準
二
供
セ
ン
カ

爲
」
に
、
黒
田
に
よ
つ
て
謹
述
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
十
四
年
十
月
二
十
一
日
、
從
前
の
法
制
部
に
か
わ
る
に
参
事
院
の
創
設
を
み

る
に
い
た
つ
た
。
黒
田
は
、
「
議
案
ヲ
造
リ
及
會
議
二
列
シ
本
案
ノ
趣
旨
ヲ
辮

（
1
1
）

明
ス
」
る
議
官
補
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
「
時
宜
二
依
リ
…
－
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珍
）

閣
委
員
ト
シ
テ
元
老
院
二
出
頭
シ
議
案
ヲ
辮
明
」
す
る
職
掌
で
も
あ
つ
た
。
さ

れ
ば
翌
年
七
月
三
日
、
元
老
院
に
お
い
て
、
「
戸
籍
規
則
」
審
議
の
第
一
讃
會

が
開
催
さ
れ
た
際
、
彼
は
同
じ
く
参
事
院
議
官
補
で
あ
つ
た
周
布
公
李
と
と
も

に
内
閣
委
員
と
し
て
出
席
し
、

　
抑
モ
本
案
改
正
ヲ
要
ス
ル
ノ
大
旨
ハ
徴
兵
上
ノ
事
二
存
セ
リ
蓋
シ
徴
兵
令
ハ

　
再
度
ノ
改
正
ア
リ
テ
明
瞭
ナ
ラ
サ
ル
ニ
ア
ラ
ス
ト
錐
モ
如
何
セ
ン
徴
兵
使
槍

　
査
ノ
根
族
ト
ナ
ル
ハ
戸
籍
ニ
シ
テ
現
行
戸
籍
法
ノ
不
備
ナ
ル
ヨ
リ
徴
兵
調
査

　
ノ
障
害
多
ク
健
丁
ハ
年
々
減
少
シ
且
ツ
其
冤
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
百
方
術
ヲ
蓋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
　
（
一
噌
〇
六
）

　
シ
テ
遁
ル
是
レ
職
ト
シ
テ
戸
籍
ノ
善
良
ナ
ラ
サ
ル
ニ
由
ル
故
二
其
徴
ス
ル
所

　
ノ
兵
モ
已
ヲ
得
ス
禮
格
備
ハ
ラ
ス
微
弱
ノ
モ
ノ
ヲ
取
ル
ヲ
以
テ
自
然
二
隊
兵

　
二
病
者
多
シ
ト
云
フ
是
レ
最
モ
憂
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
國
家
元
氣
ノ
彊
弱
二

　
關
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
陸
軍
ヨ
リ
ハ
兵
士
ノ
形
状
ヲ
以
テ
戸
籍
ノ
改
正

　
ヲ
促
シ
來
ル
ヤ
屡
々
ナ
リ
各
位
此
意
ヲ
酌
量
ア
リ
テ
本
案
二
可
決
ア
ラ
ン
コ

　
ト
ヲ
望
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
V

な
る
注
目
す
べ
き
獲
言
を
行
な
い
、
さ
ら
に
、
こ
え
て
二
十
三
年
十
二
月
、
戸

籍
法
案
が
第
一
帝
國
議
會
に
提
出
さ
れ
る
や
彼
は
政
府
委
員
と
し
て
出
庵
、
答

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

辮
の
責
を
は
た
し
て
い
る
。
當
時
、
彼
は
内
務
省
参
事
官
の
地
位
に
あ
り
、
奮

民
法
に
附
属
す
べ
き
戸
籍
法
案
は
同
省
の
起
草
に
か
か
る
所
産
で
あ
る
か
ら
、

草
案
作
成
過
程
に
お
け
る
彼
の
役
割
も
お
の
ず
と
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

三

　
周
知
の
ご
と
く
、
太
政
官
法
制
局
に
は
、
前
後
二
同
、
主
事
な
る
職
制
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
九
年
六
月
十
日
の
太
政
官
達
第
六
十
二
號
は
、

　
正
院
法
制
局
へ
左
ノ
職
員
被
置
候
條
此
旨
相
達
候
事

　
　
主
事
　
　
四
等
相
當

と
下
令
し
て
こ
こ
に
法
制
局
主
事
が
新
置
さ
れ
た
が
、
翌
年
一
月
十
八
日
、
「
正

院
ノ
構
ヲ
騒
シ
正
灌
大
少
史
主
事
法
制
官
以
下
並
出
仕
御
用
掛
等
総
テ
被
塵
候



事
」
な
る
太
政
官
達
第
十
號
に
よ
り
、
お
よ
そ
七
ヵ
月
に
し
て
塵
止
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
十
一
年
に
い
た
り
、
同
局
で
は
ふ
た
た
び
主
事
職
制
を
作
成
し
、

「
本
局
正
副
長
官
ノ
命
ヲ
受
ケ
庶
務
ヲ
総
幹
シ
文
書
ヲ
監
シ
公
文
ノ
上
申
下
行

等
ノ
事
ヲ
掌
ル
」
と
定
め
、
再
度
、
法
制
局
主
事
が
生
れ
る
こ
と
に
な
つ
た

が
、
こ
の
職
制
は
前
同
の
．
こ
と
く
太
政
官
達
に
よ
つ
て
い
な
い
こ
と
に
意
を
は

　
　
（
15
）

ら
い
た
い
。
こ
の
改
め
て
設
置
さ
れ
た
法
制
局
主
事
に
就
任
し
た
の
は
大
書
記

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

官
尾
崎
三
良
で
あ
り
、
彼
は
同
局
が
塵
止
さ
れ
る
ま
で
ー
そ
れ
は
既
述
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

お
り
、
十
三
年
三
月
三
日
で
あ
る
が
ー
そ
の
役
職
に
あ
つ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
法
制
局
主
事
尾
崎
が
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
式
の
、
い
わ
ゆ
る
身
分

鐙
書
制
度
に
は
反
封
の
見
解
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
、
内
務
省
よ
り
太

政
官
に
答
申
さ
れ
た
前
記
「
身
上
謹
書
法
律
按
」
の
曖
案
に
な
つ
た
一
因
を
形

成
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
筆
者
は
推
考
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

　
醤
民
法
人
事
編
の
編
纂
が
顯
著
な
進
展
を
み
せ
た
二
十
三
年
初
頭
、
草
案
作

成
の
任
に
あ
る
司
法
省
の
法
律
取
調
委
員
會
は
、
「
民
法
草
案
人
事
編
再
調
査

案
」
全
四
七
二
ヵ
條
を
腕
稿
し
た
。
い
わ
ば
、
同
委
員
會
内
部
の
審
議
過
程
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

お
け
る
中
間
的
な
草
案
で
あ
る
。
當
時
、
尾
崎
は
元
老
院
議
官
で
あ
つ
た
が
、

え
ら
ば
れ
て
法
律
取
調
委
員
と
し
て
草
案
の
編
成
に
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
再
調
査
案
が
成
稿
し
た
直
後
の
同
年
二
月
、
彼
が
法
律
取
調
委
員
長
山
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
）

顯
義
に
提
出
せ
る
「
民
法
草
案
人
事
編
二
關
ス
ル
意
見
書
」
は
、
つ
ぎ
の
ご
と

き
内
容
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
『
新
た
な
る
身
上
讃
書
法
律
案
』
補
考

　
ま
ず
、
冒
頭
に
、

　
今
草
案
ノ
人
事
編
ヲ
見
ル
ニ
桂
々
我
習
慣
風
俗
二
反
シ
故
ラ
ニ
外
國
ノ
法
律

　
二
模
微
シ
テ
我
國
二
適
用
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
叉
泰
西
ノ
法
二
模
微
セ

　
サ
ル
モ
實
行
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ

と
し
て
、
左
の
籔
項
目
を
列
撃
し
て
い
る
が
、
第
五
黙
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ

う
o　

第
一
　
養
料
ノ
義
務
ヲ
規
定
シ
父
子
兄
弟
ノ
間
二
構
利
ノ
雫
訟
ヲ
誘
遵
ス
ル

　
　
　
　
コ
ト

第
二

第
三

右第第
の五四

我
國
奮
來
ノ
庶
子
ヲ
慶
シ
皆
彼
ノ
野
合
無
父
子
ノ
制
二
從
フ
コ
ト

父
ニ
シ
テ
子
二
封
シ
テ
計
算
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
負
ヒ
子
ニ
シ
テ
父
二
封

シ
灌
利
ヲ
箏
訟
ス
ル
ノ
道
ヲ
開
ク
コ
ト

女
戸
主
ヲ
立
テ
夫
ヲ
其
家
族
ト
爲
ス
コ
ト

戸
籍
法
身
分
讃
書
法
ヲ
併
行
ス
ル
コ
ト

「
戸
籍
法
身
分
讃
書
法
ヲ
併
行
ス
ル
コ
ト

『
に
關
し
て
、
彼
は
い
う
。

戸
籍
法
身
分
讃
書
法
ヲ
併
行
ス
ル
ハ
徒
ラ
ニ
繁
苛
ノ
手
籔
ヲ
層
シ
上
下
之
二

苦
シ
、
・
・
弊
ア
リ
テ
利
ア
ル
ヲ
見
』
ス
故
二
何
レ
カ
ノ
一
方
ヲ
用
ユ
ヘ
シ
抑
モ
戸

籍
法
ハ
維
新
以
後
ノ
法
律
ニ
シ
テ
一
面
ハ
之
ヲ
以
テ
民
法
ノ
領
分
二
立
入
リ

間
接
二
民
法
ヲ
作
リ
一
面
ハ
之
ヲ
以
テ
人
口
調
査
ノ
具
ト
爲
シ
叉
ハ
警
察
ノ

用
二
供
ス
ル
コ
ト
ア
リ
皆
其
本
分
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
而
シ
テ
近
來
盆
々
苛
細

二
亙
リ
之
ヲ
實
施
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ハ
牲
々
聞
ク
所
ナ
リ
今
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
　
（
一
一
〇
七
）



　
　
　
　
『
新
た
な
る
身
上
謹
書
法
律
案
』
補
考

　
民
法
制
定
ノ
上
ハ
之
ヲ
以
テ
民
法
ヲ
左
右
ス
ル
ノ
必
用
ナ
ク
叉
人
口
調
査
警

　
察
等
ノ
コ
ト
ハ
戸
籍
二
依
頼
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
故
二
戸
籍
法
ヲ
今
一
暦

　
簡
易
ニ
シ
且
之
ヲ
以
テ
身
分
讃
書
ヲ
嬢
ヌ
ル
モ
ノ
ト
爲
ス
ヘ
シ

　
彼
が
、
泰
西
法
制
の
直
接
纏
受
に
反
封
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
上
掲
せ
る
意
見

書
に
、
「
我
習
慣
風
俗
二
反
シ
故
ラ
ニ
外
國
ノ
法
律
二
模
傲
シ
テ
我
國
二
適
用

ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
述
べ
、
ま
た
別
の
機
會
に
、
「
外
國
ト
同
檬
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
）

セ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
ノ
説
ハ
不
可
ナ
リ
」
と
獲
言
し
て
い
る
事
實
に
徴
し
て

も
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
彼
の
立
脚
す
る
基
盤
の
か
な
り
守
奮
的
色
彩
の
濃
厚

で
あ
る
こ
と
は
、
意
見
書
に
か
か
げ
る
諸
項
目
よ
り
も
窺
知
で
き
る
が
、
そ
れ

は
お
よ
そ
十
年
の
歳
月
を
さ
か
の
ぼ
ら
せ
た
、
彼
が
大
書
記
官
と
し
て
法
制
局

主
事
の
任
に
あ
つ
た
時
期
に
お
い
て
も
、
ま
つ
た
く
同
様
で
あ
つ
た
。

　
す
な
わ
ち
十
二
年
三
月
、
太
政
官
に
提
出
し
た
「
妾
名
慶
存
ノ
儀
二
付
大
書

　
　
　
　
（
マ
マ
）

記
官
尾
崎
三
郎
外
三
名
建
議
」
は
、
彼
の
思
考
を
は
し
な
く
も
顯
示
し
て
あ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
（
羽
×
器
）

す
と
こ
ろ
が
な
い
、
と
い
え
よ
う
。

　
か
く
考
察
を
す
す
め
て
く
れ
ば
、
意
見
書
に
み
え
る
「
戸
籍
法
ヲ
今
一
暦
簡

易
ニ
シ
且
之
ヲ
以
テ
身
分
謹
書
ヲ
兼
ヌ
ル
モ
ノ
ト
爲
ス
ヘ
シ
」
と
の
彼
の
所
誘

は
、
戸
籍
法
を
も
つ
て
身
分
謹
書
制
度
を
排
除
す
る
の
意
に
解
し
う
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
と
す
れ
ば
、
よ
し
十
年
の
へ
だ
た
り
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の

よ
う
な
見
解
を
も
つ
彼
と
し
て
ー
「
庶
務
ヲ
絡
幹
シ
文
書
ヲ
監
シ
公
文
ノ
上

申
下
行
等
ノ
事
ヲ
掌
ル
」
法
制
局
主
事
の
地
位
を
占
め
る
！
「
身
上
謹
書
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
　
（
一
一
〇
八
）

律
按
」
に
は
反
封
で
あ
つ
た
ろ
う
、
と
推
定
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
飛
躍

　
　
　
　
　
　
　
（
幽
）

的
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
國
各
其
慣
脅
ア
リ
テ
善
良
ナ
ル
モ
ノ
ハ
保
持
シ
テ

壊
ラ
サ
ル
ヲ
要
ス
戸
籍
法
タ
ル
假
令
各
國
二
無
キ
所
ニ
シ
テ
掲
リ
我
國
ノ
、
ミ
ニ

ア
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
モ
各
國
ハ
身
分
謹
書
ヲ
以
テ
規
約
シ
我
國
ハ
因
襲
久
シ
キ
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
25
》

籍
法
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
何
ノ
不
可
ア
ラ
ン
」
と
す
る
當
時
の
一
元
老
院
議
官
の
所

見
と
、
さ
し
た
る
隔
差
は
な
か
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

四

　
最
後
に
、
「
身
上
謹
書
法
律
按
」
と
「
十
三
年
戸
籍
法
草
案
」
の
關
係
を
と

ら
え
て
未
熟
な
る
假
説
を
組
立
て
、
す
ぎ
し
明
治
初
期
法
制
史
の
一
繭
を
摸
索

し
つ
つ
、
そ
の
史
的
趨
移
の
跡
を
辿
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
手
に
成
る
と
お
ぼ
し
き
「
身
上
讃
書
法
律
按
」
の
成
稿

は
、
十
三
年
一
月
三
十
一
日
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
當
局
側
よ
り
I
i
す
で
に
考

謹
し
た
ご
と
く
、
お
そ
ら
く
は
太
政
官
法
制
局
お
よ
び
内
務
省
戸
籍
局
と
推
測

さ
れ
る
が
ー
同
法
案
編
纂
の
下
命
に
接
し
た
の
は
そ
の
前
年
後
孚
期
の
こ
ろ

で
あ
つ
た
ろ
う
が
、
明
治
四
年
戸
籍
法
の
改
正
は
當
時
の
徴
兵
制
度
と
切
り
は

な
し
て
別
個
に
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
十
二
年
十
月
の
徴
兵
令
の
大
改
定
を

直
接
の
契
機
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
そ
の
こ
と
は
、
十
四
年
九
月
二
十
七
日
、
陸
軍
卿
大
山
巖
が
太
政
官
に
提
出

せ
る
建
議
に
、
「
濁
り
徴
兵
法
ノ
ミ
何
程
ノ
改
良
ヲ
行
フ
ト
錐
モ
其
功
ヲ
奏
ス



ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
前
掲
せ
る
よ
う
に
、
元
老
院
に
お

け
る
「
戸
籍
規
則
」
審
議
の
際
に
内
閣
委
員
と
し
て
参
加
し
た
参
事
院
議
官
補

黒
田
綱
彦
の
獲
言
中
に
、
「
本
案
改
正
ヲ
要
ス
ル
ノ
大
旨
ハ
徴
兵
上
ノ
事
二
存

セ
リ
…
…
陸
軍
ヨ
リ
ハ
兵
士
ノ
形
駄
ヲ
以
テ
戸
籍
ノ
改
正
ヲ
促
シ
來
ル
ヤ
屡
々

（
％
）

ナ
リ
」
と
み
え
る
こ
と
に
照
し
て
も
、
明
白
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
十
二
年
の
徴
兵
令
改
正
案
が
、
元
老
院
の
審
議
を
通
過
し
た
の
は
同
年
十
月

二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
時
の
元
老
院
議
長
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
「
日

記
」
同
日
條
を
ひ
も
と
け
ば
、

　
一
午
前
九
時
十
分
出
院
、
第
百
四
拾
六
號
徴
兵
令
改
正
布
告
按
、
第
三
讃
會

　
　
開
場
、
本
日
ヲ
以
確
定
決
了
、
上
奏
ス
、
午
後
一
時
三
十
分
退
院
之
事

　
　
　
　
　
　
（
暫
）

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
改
正
徴
兵
令
が
護
令
さ
れ
た
の
は
籔
日
後
の
同
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
）

二
十
七
日
、
太
政
官
布
告
第
四
十
六
號
と
し
て
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
身
上
讃

書
法
案
編
製
の
下
命
は
十
二
年
十
月
以
降
に
限
局
さ
れ
る
、
と
も
い
え
よ
う
。

　
か
く
し
て
、
翌
十
三
年
一
月
末
に
は
、
お
そ
ら
く
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
つ

て
、
冒
頭
に
絡
論
を
前
置
し
た
九
篇
全
五
十
一
ヵ
條
の
「
身
上
謹
書
法
律
按
」

な
ら
び
に
そ
の
附
蕊
文
書
が
完
成
し
、
内
務
省
戸
籍
局
で
は
こ
れ
を
瞼
討
す
る

た
め
に
、
そ
の
こ
ろ
内
務
二
等
厩
と
し
て
職
を
奉
じ
て
い
た
黒
田
綱
彦
を
し
て

「
戸
籍
参
考
欧
米
各
國
身
上
謹
書
制
度
集
」
を
謹
述
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

同
局
で
は
、
局
長
た
る
船
越
衡
内
務
椹
大
書
記
官
以
下
の
ス
タ
ッ
フ
が
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禽
）

審
査
し
た
後
、
太
政
官
法
制
局
へ
答
申
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
　
　
　
『
新
た
な
る
身
上
謹
書
法
律
案
』
補
考

「
身
上
謹
書
法
律
按
」
を
受
理
し
た
太
政
官
法
制
局
で
は
、
た
だ
ち
に
同
法
案

の
吟
味
を
開
始
し
た
で
あ
ろ
う
。
直
接
に
そ
の
任
に
あ
た
つ
た
の
は
、
「
民
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

訴
訟
法
戸
籍
等
二
關
ス
ル
公
文
ヲ
主
査
ス
」
る
同
局
第
一
課
と
思
料
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

が
、
「
庶
務
ヲ
聰
幹
シ
文
書
ヲ
監
シ
公
文
ノ
上
申
下
行
等
ノ
事
ヲ
掌
ル
」
同
局

主
事
に
、
大
書
記
官
尾
崎
三
良
が
ひ
か
え
て
い
た
こ
と
は
看
過
す
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
。

　
彼
は
、
す
で
に
瞼
謹
し
て
き
た
ご
と
く
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
「
身
上
謹
書
法

律
按
」
に
は
反
封
の
見
解
を
も
つ
て
い
た
と
お
ぼ
し
く
、
そ
れ
は
ま
た
、
あ
く

ま
で
も
戸
籍
制
度
と
し
て
國
民
を
把
握
す
べ
し
、
と
の
主
張
を
い
だ
く
陸
軍
側

の
意
向
と
ま
さ
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
つ
た
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
や
　
　
じ
　
　
ヤ

て
、
「
身
上
謹
書
法
律
按
」
は
裏
面
か
ら
の
堅
力
に
屈
し
、
う
や
む
や
の
う
ち

に
葬
り
去
ら
れ
た
と
い
う
の
が
、
事
の
眞
相
を
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

諺力　
さ
て
、
そ
こ
で
太
政
官
は
、
改
め
て
戸
籍
法
改
正
の
準
備
を
内
務
省
に
命
じ

た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
時
間
的
に
み
て
、
法
制

局
が
屡
さ
れ
て
新
た
に
法
制
部
の
護
足
と
な
つ
た
、
十
三
年
三
月
以
降
で
は
な

い
か
、
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
以
後
の
草
案
の
攣
遷
は
、
前
稿
に
敲
述
し
た
ご

と
く
、

　
内
務
省
戸
籍
局
起
草
案
（
第
一
案
）
↓
太
政
官
法
制
部
案
（
｝
＋
三
年
戸
籍

　
法
草
案
」
）
↓
元
老
院
會
議
附
議
「
戸
籍
規
則
」
（
元
老
院
提
出
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
一
二
　
　
　
　
　
（
一
　
一
（
∪
九
）



　
　
　
　
『
新
た
な
る
身
上
讃
書
法
律
案
』
補
考

　
　
　
　
（
3
3
）

で
あ
つ
た
ろ
う
。

「
十
三
年
戸
籍
法
草
案
」
の
成
案
は
、
十
三
年
後
孚
期
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、

内
務
省
起
草
の
第
一
案
の
脱
稿
は
、
同
年
三
月
以
降
七
月
以
前
の
、
戸
籍
局
長

岩
村
高
俊
の
在
職
し
て
い
た
こ
ろ
と
思
料
さ
れ
る
。
右
の
「
十
三
年
戸
籍
法
草

案
」
は
第
一
案
を
修
訂
し
た
草
案
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
完
成
後
、
法
制
部
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

り
「
之
ヲ
各
地
方
官
へ
圖
致
シ
テ
其
意
見
ヲ
聴
」
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

地
方
官
の
見
解
を
参
考
と
し
つ
つ
、
ふ
た
た
び
法
制
部
ま
た
は
参
事
院
に
お
い

て
修
正
・
加
除
の
手
を
ほ
ど
こ
し
て
新
案
を
編
ん
だ
の
が
、
す
な
わ
ち
元
老
院

提
出
案
で
あ
る
「
戸
籍
規
則
」
で
あ
つ
た
ろ
う
。
で
は
「
戸
籍
規
則
」
成
稿
の

期
目
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。

　
筆
者
は
、
お
そ
ら
く
は
、
参
事
院
の
新
置
を
み
た
十
四
年
十
月
以
降
、
同
法

案
が
元
老
院
に
同
附
さ
れ
た
翌
十
五
年
三
月
ま
で
の
期
間
で
あ
ろ
う
、
と
推
測

し
た
い
。

　
陸
軍
卿
大
山
巖
の
十
四
年
九
月
二
十
七
目
の
建
議
に
、
戸
籍
法
の
改
正
は
、

　
濁
リ
徴
兵
ノ
爲
メ
陸
軍
二
於
テ
之
ヲ
望
ム
ノ
、
・
・
ナ
ラ
ス
現
今
ノ
如
キ
錯
薙
ナ

　
ル
戸
籍
ニ
テ
ハ
縣
治
上
二
於
テ
亦
支
障
少
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
已
二
内
務
省
ノ

　
起
草
二
係
ル
改
正
案
ヲ
當
時
法
制
部
ヨ
リ
各
府
縣
へ
下
問
中
ノ
由
然
ル
ニ
此

　
草
案
ハ
現
今
ノ
法
ト
大
同
小
異
ニ
シ
テ
草
案
中
偶
々
新
設
ノ
事
項
ア
ル
モ
ノ

　
ハ
徴
兵
上
二
取
リ
却
テ
詐
謂
ヲ
構
造
ス
ル
ノ
媒
介
ト
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ

と
み
え
て
い
る
。
右
の
建
議
の
「
草
案
」
は
「
十
三
年
戸
籍
法
草
案
」
を
指
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
　
（
一
一
一
〇
）

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
「
當
時
」
な
る
一
文
言
で
あ
ろ
う
。

も
し
こ
れ
を
、
十
四
年
九
月
、
大
山
建
議
の
提
出
さ
れ
た
そ
の
こ
ろ
と
解
す
れ

ば
、
す
く
な
く
と
も
十
四
年
九
月
現
在
で
は
ま
だ
「
各
府
縣
へ
下
問
中
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
上
記
の
よ
う
に
翌
十
月
以
降
の
成
稿
と
い
う
公
算
が
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
諮
）

れ
る
餓
地
が
存
し
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
「
戸
籍
規
則
」
編
案
の
作
業
は
、
参
事

院
法
制
部
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
か
く
し
て
完
成
し
た
「
戸
籍
規
則
」
は
、
十
五
年
三
月
末
日
に
い
た
つ
て
元

老
院
に
回
附
さ
れ
た
。
同
年
七
月
、
同
法
案
は
第
三
一
八
號
議
案
と
し
て
元
老

院
の
議
に
附
さ
れ
、
第
一
讃
會
・
第
二
讃
會
を
脛
た
後
、
「
元
老
院
第
八
期
報

告
書
」
に
い
う
ご
と
く
、
「
七
月
二
十
九
日
ノ
會
議
二
於
テ
修
正
議
決
ス
因
テ

其
修
正
セ
ル
條
項
二
朱
書
ヲ
加
へ
及
ヒ
院
議
ヲ
摘
録
シ
同
月
三
十
一
日
之
ヲ
上

（
鵠
）
奏
」
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
途
に
陽
の
目
を
み
る
こ
と
な
く
、
「
身
上
謹
書
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薪
）

律
按
」
と
と
も
に
忘
却
の
な
か
に
葬
ら
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
向
井
健
「
新
た
な
る
身
上
護
書
法
律
案
」
法
學
砺
究
・
第
三
二
巻
一

　
　
〇
號
三
五
頁
以
下
。

　
（
2
）
向
井
健
「
明
治
＋
五
年
『
戸
籍
規
期
』
の
原
案
」
法
學
碍
究
・
第
三

　
　
二
巻
七
號
七
一
頁
以
下
。

　
（
3
）
　
箕
作
麟
鮮
が
大
外
史
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
時
に
司
法
省
御
用
条
勤
に
な

　
　
つ
た
の
は
、
五
年
八
月
十
四
日
で
あ
る
。
「
元
老
院
勅
奏
剣
任
官
履
歴
書
」

　
　
箕
作
の
項
滲
看
。

　
（
4
）
　
前
揚
．
向
井
「
明
治
十
五
年
『
戸
籍
規
則
』
　
の
原
葉
」
　
七
四
員
滲



看
。

汐
5
）
　
明
治
十
三
年
十
月
刊
行
の
「
官
員
録
」
に
し
た
が
え
ば
、
法
制
部
勤

　
務
の
主
な
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
井
上
毅
・
金
井
之
恭
・
渡
正
元
．
村
田

　
保
・
名
村
泰
藏
・
黒
川
誠
一
郎
・
周
布
公
李
・
杉
山
孝
敏
．
磯
部
四
郎
．

　
清
浦
奎
吾
・
村
岡
良
弼
・
岩
野
新
耶
・
高
木
豊
三
．
井
上
操
ら
の
名
を
見

　
出
し
う
る
が
、
こ
の
ほ
か
、
黒
田
と
な
ら
ん
で
、
　
一
等
驕
と
し
て
松
下
直

　
美
が
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
松
下
に
つ
い
て
は
、
向
井
健
「
『
民
法
口
授
』
小
考
」
慶
磨
義
塾
創
立

　
百
年
記
念
論
丈
集
・
法
學
部
法
律
學
關
係
篇
・
五
〇
八
頁
、
五
一
四
頁
註

　
1
3
参
看
。
ち
な
み
に
、
大
熊
淺
次
郎
「
幕
末
福
岡
藩
洋
行
の
先
駆
松
下
直

　
美
概
蹟
」
（
四
）
筑
紫
史
談
・
第
四
七
集
四
六
頁
に
、
「
十
三
年
三
月
に
至

　
り
太
政
官
に
韓
し
て
一
等
驕
と
な
り
…
…
法
制
部
に
勤
務
し
」
と
み
ゆ
。

（
6
）
　
黒
田
の
恩
師
た
る
箕
作
麟
鮮
に
は
、
「
デ
モ
・
ン
プ
氏
佛
蘭
西
民
法

　
詳
説
－
身
分
護
書
之
部
1
」
（
明
治
十
年
九
月
刊
行
）
な
る
課
述
が

　
あ
る
。
黒
田
が
こ
れ
を
参
照
し
た
こ
と
は
、
推
測
に
か
た
く
な
い
。

（
7
）
　
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
に
お
い
て
、
「
身
上
」
な
る
文
言
を
用
い

　
て
い
る
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
太
政
官
制
度
局
の
「
民
法
決
議
」
、
あ

　
る
い
は
明
法
寮
民
法
草
案
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

（
8
）
　
こ
の
こ
と
は
、
前
稿
に
覆
刻
し
た
「
身
上
謹
書
法
律
按
」
そ
の
他

　
が
、
黒
田
の
醗
課
に
か
か
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
想
定
を
可
能
な
ら

　
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

（
9
）
　
前
掲
・
向
井
「
新
た
な
る
身
上
護
書
法
律
案
」
三
九
－
四
〇
頁
参
看
。

（
1
0
）
　
前
掲
論
丈
・
三
六
－
三
七
頁
参
看
。

（
1
1
）
　
十
四
年
十
月
二
十
一
日
、
太
政
官
達
第
八
十
九
號
と
し
て
登
せ
ら
れ

　
　
　
『
新
た
な
る
身
上
謹
書
法
律
案
』
補
考

　
た
「
参
事
院
章
程
」
第
四
條
の
文
言
。

（
12
）
　
十
四
年
十
一
月
七
日
の
参
事
院
へ
の
達
の
丈
言
。

（
1
3
）
　
「
元
老
院
會
議
筆
記
」
明
治
一
五
年
七
月
三
日
・
第
三
一
八
號
議
案

　
（
戸
籍
規
則
）
第
一
讃
會
・
六
三
ー
六
四
頁
。

（
1
4
）
　
「
大
目
本
帝
國
議
會
誌
」
（
第
一
巻
）
一
九
九
．
二
〇
三
．
二
〇
九
．

　
一
一
二
九
頁
な
ど
参
看
。

（
1
5
）
　
こ
の
主
事
職
制
の
登
令
は
十
一
年
で
あ
る
が
、
そ
の
月
日
は
明
ら
か

　
で
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
丈
言
中
に
副
長
官
の
名
稗
が
み
え
る
が
、
法
制

　
局
に
副
長
官
が
新
設
さ
れ
た
の
は
同
年
三
月
五
日
（
太
政
官
達
第
八
號
）

　
で
あ
り
、
ま
た
同
年
十
一
月
二
十
九
日
の
法
制
局
議
定
に
は
主
事
な
る
文

　
言
が
見
出
せ
る
か
ら
、
主
事
職
制
作
成
の
時
期
は
、
同
年
三
月
以
降
十
一

　
月
ま
で
の
間
で
あ
ろ
う
。

（
1
6
）
　
尾
崎
主
良
に
は
、
「
尾
崎
三
良
自
肢
略
傳
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼

　
の
海
外
留
學
時
代
ま
で
の
こ
と
を
述
べ
た
に
す
ぎ
ず
、
加
う
る
に
年
譜
を

　
献
く
の
で
、
官
途
に
つ
い
た
以
後
の
纒
歴
の
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
の

　
を
遺
憾
と
す
る
。

（
1
7
）
　
尾
崎
は
、
法
制
局
駿
止
後
の
十
三
年
三
月
二
十
四
日
、
外
務
一
等
書

　
記
官
に
韓
補
さ
れ
、
當
時
の
戸
シ
ヤ
に
派
遣
さ
れ
た
。

ρ
1
8
）
　
奮
民
法
人
事
編
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
博
士
の
業
績
に

　
全
面
的
に
負
う
。
手
塚
「
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸

　
主
椹
」
（
一
）
法
學
研
究
・
第
二
六
巻
一
〇
號
二
二
頁
参
看
。

（
19
）
　
「
民
法
編
纂
二
關
ス
ル
諸
意
見
並
難
書
」
（
三
）
（
學
術
振
興
會
版
）

　
よ
り
引
用
。

　
　
ち
な
み
に
、
學
術
振
興
會
版
に
關
し
て
は
、
前
掲
・
手
塚
「
明
治
二
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
（
一
一
一
一
）



『
新
た
な
る
身
上
謹
書
法
律
案
』
補
考

　
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
」
（
二
）
法
學
研
究
・
第
二
七
巻

　
六
號
三
八
頁
註
1
参
看
。

（
2
0
）
　
二
＋
三
年
五
月
二
＋
七
日
、
奮
民
法
人
事
編
お
よ
び
財
産
取
得
編

　
（
績
）
草
案
審
議
の
た
め
の
元
老
院
の
委
員
會
に
お
け
る
議
言
。

ハ
2
1
）
　
こ
の
建
議
の
一
部
は
、
高
柳
眞
三
「
妾
の
消
滅
」
法
學
新
報
・
第
四

　
六
巻
九
號
二
三
頁
註
1
5
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
こ
の
建
議
中
に
お
い
て
も
庶
子
論
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
本

　
丈
に
か
か
げ
た
意
見
書
に
み
え
る
第
二
項
に
つ
い
て
主
張
し
て
い
る
所
論

　
と
、
趣
旨
は
同
一
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
十
年
の
年
月
を
け
み
し
て
も
、

　
尾
崎
の
立
場
に
は
憂
化
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
す
一
謹
左
と
い
え
よ

　
う
o

（
2
2
）
　
前
註
に
お
い
て
も
鰯
れ
た
、
尾
崎
の
意
見
書
の
第
二
項
に
關
す
る
所

　
説
は
、
　
た
だ
ち
に
外
部
に
洩
れ
た
と
お
ぽ
し
く
、
翌
月
（
二
十
三
年
三

　
月
）
登
刊
の
「
日
本
之
法
律
」
第
二
巻
三
號
は
、
「
庶
子
の
制
に
就
て
尾

　
崎
氏
の
意
見
」
と
題
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
い
ま
こ
れ
を
引
用
す
れ
ば
、

　
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
民
法
人
事
編
草
案
に
庶
子
の
制
を
慶
し
あ
る
か
、
之
に
つ
ぎ
尾
崎
元
老

　
　
院
議
官
は
反
封
の
意
見
な
り
と
云
ふ
。
今
其
説
を
聞
く
に
曰
く
、
欧
米

　
　
諸
國
に
は
庶
子
な
る
も
の
無
き
も
、
我
邦
に
於
て
は
古
來
庶
子
な
る
も

　
　
の
あ
り
て
、
嫡
子
に
一
歩
を
譲
る
と
錐
ど
も
、
一
家
の
相
績
を
な
し
得

　
　
る
椹
利
を
有
す
る
は
勿
論
、
人
の
子
た
る
穫
義
は
少
し
も
嫡
子
と
異
な

　
　
る
こ
と
な
し
。
然
る
に
外
國
の
制
に
倣
ら
ひ
此
庶
子
の
制
を
慶
す
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
は
、
其
影
響
忽
ち
皇
帝
典
範
に
及
ぽ
し
、
皇
族
と
人
民
と
の
間
に
於
て
、

　
　
法
律
上
入
事
の
撞
着
を
來
た
す
の
不
都
合
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
途
ひ
に

六
六

（
一
　
一
二
）

　
　
は
皇
室
典
範
を
も
改
正
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
課
合
と
な
る
べ
し
。
今
試

　
　
に
其
一
例
を
畢
ぐ
れ
ば
、
他
日
皇
族
に
て
爵
を
賜
ひ
人
臣
の
列
に
加
へ

　
　
ら
る
X
如
ぎ
揚
合
あ
る
に
於
て
、
昨
目
ま
で
は
皇
室
典
範
に
よ
り
庶
子

　
　
と
し
て
一
個
の
椹
利
義
務
を
有
せ
し
も
の
も
、
今
日
は
人
臣
と
な
り
て

　
　
忽
ち
私
生
子
と
な
り
、
法
律
上
殆
ん
ど
人
間
の
礎
利
も
な
く
、
又
其
義

　
　
務
も
な
く
、
世
に
歯
列
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
か
如
き
有
様
と
な
る
こ
と

　
　
な
し
と
せ
ず
。
斯
の
如
く
ん
は
其
不
都
合
果
し
て
如
何
ぞ
や
。
故
に
我

　
　
邦
に
於
て
は
、
是
非
土
ハ
庶
子
の
制
を
存
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
と
云
ふ
に

　
　
在
り
、
尾
崎
氏
の
此
意
見
は
、
余
も
亦
之
れ
に
同
意
せ
さ
る
べ
か
ら
ず
。

（
2
3
）
　
妾
の
屡
止
に
關
す
る
丈
献
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
向
井
「
新
た
な
る

　
身
上
謹
書
法
律
案
」
四
二
頁
註
19
参
看
。

（
24
）
　
前
註
2
1
参
看
。

（
2
5
）
　
十
五
年
七
月
三
日
、
「
戸
籍
規
則
」
審
議
の
元
老
院
第
一
讃
會
に
お

　
け
る
議
官
渡
邊
清
の
蛮
言
。
「
元
老
院
會
議
筆
記
」
明
治
一
五
年
七
月
三

　
日
・
第
三
一
八
號
議
案
（
戸
籍
規
則
）
第
一
讃
會
・
四
一
頁
よ
り
引
用
。

（
2
6
）
　
前
註
1
3
に
同
じ
。

（
2
7
）
　
「
熾
仁
親
王
日
記
」
（
第
三
巻
）
二
五
六
頁
。

（
2
8
）
　
十
二
年
の
徴
兵
令
改
正
に
關
す
る
丈
献
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
向
井

　
「
新
た
な
る
身
上
謹
書
法
律
案
」
四
三
頁
註
32
参
看
。

（
2
9
）
　
十
二
年
一
月
獲
刊
の
「
官
員
録
」
に
よ
れ
ば
、
戸
籍
局
の
ス
タ
ッ
フ

　
は
、
局
長
船
越
衛
以
下
、
十
数
名
に
す
ぎ
ず
、
黒
田
（
十
二
年
當
時
、
内

　
務
三
等
屡
）
の
み
が
傑
出
し
て
い
る
。
前
註
8
に
鰯
れ
た
ご
と
く
、
「
身

　
上
謹
書
法
律
按
」
の
謙
課
は
黒
田
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
戸
籍

　
局
に
お
い
て
は
形
式
的
審
査
の
み
を
行
な
い
、
無
修
正
で
太
政
官
へ
答
申



　
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ひ

（
3
0
）
　
十
一
年
（
月
日
闘
）
の
「
法
制
局
職
務
規
則
」
第
一
條
の
丈
言
。

（
3
1
）
　
十
一
年
（
月
日
闘
）
の
「
主
事
職
制
」
の
丈
言
。
な
お
、
前
註
1
5
塞

　
看
。

（
3
2
）
　
本
丈
の
よ
う
に
推
考
を
す
す
め
る
と
、
そ
の
こ
ろ
、
「
法
律
界
ノ
…

　
…
團
十
郎
」
（
磯
部
四
郎
「
民
法
編
纂
ノ
由
來
二
關
ス
ル
記
憶
談
」
法
學

　
協
會
難
誌
・
第
三
一
巻
八
號
一
五
四
頁
）
と
稔
せ
ら
れ
、
確
固
不
動
の
立

　
場
を
占
め
て
い
た
ボ
ア
ソ
ナ
！
ド
の
、
そ
の
彼
の
編
ん
だ
法
案
が
慶
せ
ら

　
れ
る
の
は
當
時
の
彼
の
樺
勢
か
ら
推
し
て
不
可
解
で
あ
る
、
と
の
批
判
が

　
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
曹
刑
法
（
明
治
十
五
年
刑
法
）
編
纂
の

　
過
程
に
お
い
て
も
、
日
本
人
委
員
の
手
に
よ
る
彼
の
原
案
の
修
正
・
加
除

　
は
す
く
な
く
な
い
事
實
な
ど
を
考
え
、
ひ
と
ま
ず
、
本
丈
の
記
述
の
ご
と

　
く
考
讃
し
た
。
後
考
を
ま
ち
た
い
。

へ
3
3
）
　
前
註
1
0
に
同
じ
。

（
34
）
　
「
元
老
院
會
議
筆
記
」
明
治
一
五
年
七
月
三
日
・
第
三
一
八
號
議
案

　
（
戸
籍
規
則
）
第
一
讃
會
二
一
五
頁
。

（
35
）
　
こ
の
鮎
は
再
考
す
べ
ぎ
鯨
地
を
残
し
て
い
る
。

（
3
6
）
　
「
元
老
院
第
八
期
報
告
書
」
一
頁
。

へ
3
7
）
　
前
稿
に
お
い
て
、
「
司
法
省
雇
佛
國
人
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
元
老
院
兼
務

　
條
約
」
を
紹
介
し
た
が
（
前
掲
・
向
井
「
新
た
な
る
身
上
詮
書
法
律
案
」

　
四
二
頁
註
1
6
参
看
）
、
そ
れ
を
立
護
す
る
「
熾
仁
親
王
日
記
」
中
の
記
載

　
に
接
し
た
の
で
、
左
に
か
か
げ
る
。
「
熾
仁
親
王
日
記
」
（
第
二
巻
）
三
九

　
〇
頁
・
明
治
九
年
十
月
五
日
條
よ
り
引
層
。

　
　
一
午
前
九
時
十
五
分
出
院
、
號
外
第
拾
六
號
本
院
意
見
書
第
二
讃
會
開

　
　
　
『
新
た
な
る
身
上
讃
書
法
律
案
』
補
考

　
　
　
　
ハ
マ
マ
ロ

會
、
佛
國
律
學
教
師
ボ
ア
ソ
ナ
：
ト
氏
本
院
雇
入
條
約
決
定
ス
、

十
二
時
五
十
分
退
院
之
事

六
七

二
一
二
二
）

正
午


